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且3)ク､ジシンダ病における経大腿静脈的海綿静

脈洞サ ンプ リングの検討

皆河 崇志 ･t11[11 降 ･(驚深大鞘 神経)

ト ･ ･∴ - ‥

Cushing病で ＼,enoussanlPljngは.異所性 A(rt､H

産生陸揚との鑑別C')ふなド)ず,~~下垂体腺腫('J)fi-Ia在診断LI)

ためi･こも広く行なわれている.両側同時(ニト錐体静脈洞

(lps)で samplingL.CRド免荷を施行しても局在診

断(7)信頼性は低い.そtT)原因上して IPSは下垂体かtl-

離れており､途中で左右の交通が豊富にあるこ上 腺腫

(ハ dminel･側(,T)-lIlLか考:tていなか一･.,たことが考えら

れる.そこで 3.2Fmierocatheterを用し､て海綿静脈

洞かl､一府按 samplingを行い. i~~t.二常下垂体の drainer

2例に施行し,l例では ACTH のビー-I/側と PRL,

また2例ともGトlL')奇異性反応か海綿静脈洞で'])Llt認

重体かLt)の分泌と思わItた.
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精神分裂病治療の困難さは改め て 雷 うまで もないこと

であるが,r卜でも,訴えも乏しく.ELlljI-:,た行動化も左

上 日常生活を淡櫓と送っているような患者の場合には,

治療者はどのように関わって良いのか戸惑い,イラ立ち

71, -人でもうをしてしまい.患者と共に治療関拝を共

有することが困難となる.今回演者はそのような慢性の

破瓜型分裂病者に15年間関わった(T)で,そCT)精神療法過

樫をまとめ,以上の点を考察したい.

患者は現在46歳の女性患者である.車午後,県外iこ就

職するが,半年で発病 , 他病院に入退院を繰I)返上でい

たが,本 人31歳時.当院に入院.現在l)入院中である.

は治療者ハ逆転移を通して:11た見方である.

第･､-H一期,-fi=･'_懸命関わ/-う上した時斯

面接を開始して2--3年〔り時期である.初れ 演者は

常に寡黙-で,全く話はしたか一一一た.そこで演者は,問題

を整理すべく,患苦に来院動織たどを聞いていった,

第二壬臥 関わることiこ･'7んざりした時期

ところが,患者は思ったほど自発的をこ話をせず,沈熱

している態度が続いた.次第に演者は,この患者の態度

にが-/､かり,･')んざりし,投げ出したい気持ちにな-1て

い一･､た.この間7-8午が経過している.

第三期,患者の自閉をそのまま受け入れた時期

演者は,く自閉傾向を持った患者なのだから,自閉を

噂蚤しても良いかもしれない.)と,考えるよ･"7に在った.

そこで演者は出来るだけ患者に期待したり,無狸に話さ

せたりしないようにゆったりした気分でいようと試みた.

この間2-･3年が経過 している.




